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ＪＲ産業に集う 
すべての仲間の 
ＪＲ連合への 
総結集を！！ 

2026年度 
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２０２６年１０月６日 日本鉄道労働組合連合会 
 

安全の確立を最優先に、組織強化・拡大と政策実現を両輪

で進め、責任ある活動を全力で推し進めよう！

ＪＲ連合九州地方協議会は９月 26 日、福岡市内で第 35 回定期
委員会を開催し、向こう１年間の活動方針を決定するとともに、新
役員を選出した。ＪＲ連合からは今井孝治事務局長、谷口昌隆組
織・政治局長が参画した。 

吉田祥司議長（ＪＲ連合副会長・ＪＲ九州労組中央執
行委員長）は、冒頭のあいさつで、熊本地震関連、安全
の確立、ＪＲ連合への総結集、労働条件向上の取り組み
について触れるとともに、グループ労組の九州地協・各
県協への加盟・運動参画や、それを踏まえた九州地協役
員体制に関して綿密に議論を重ねてきた経緯と、地協
と県協の労働運動の整理や見直しについて述べ、各組
織のさらなる運動への参画の必要性を力強く訴えた。 

来賓挨拶として、今井事務局長は、安全の確立、組織、
労働政策、産業政策、政治について、ＪＲ連合の取り組
みの経緯と今後の課題および方針について触れるとと
もに、九州の地域において、地方連合・地方交運労協と
連携することが、ＪＲ産業全体の発展に向けて大きな力
になることを述べ、ＪＲ連合全体として一体となっ
て取り組む決意を述べた。 

議事では、井口祥一事務局長（ＪＲ九州労組中央執行委員）が提
起した活動方針（案）等に対して、２名の委員から広報のあり方や
産別加盟のメリットに関する発言があり、井口事務局長の答弁を
経て、全議案が承認された。 

役員選出では、九州地協と
各県協の役割分担のうえで
さらに発展していくべく、新
たに各県協代表者を役員と
して選出するなど、新体制を
確立した。最後に、再任され
た吉田議長の団結がんばろ
うにより委員会を閉会した。 


